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「街路樹の倒伏対策の手引き 第 2 版」 の概要

第4章 街路樹の点検・診断 ⇒別冊

➢ 日常管理における街路樹の早期異状発見の必要性及び､情
報提供の活用､異状を確認するための点検（通常巡回、定期巡
回）の内容を示すとともに､倒伏・落枝の危険性を調査・診断す
る方法（簡易診断・樹木健全度調査･植栽環境調査）について解説｡

➢ 台風・大雪吹雪等の異常気象や災害発生時に行う異常時巡・
回の必要性と確認内容を解説。

第1章 倒伏・落枝の発生要因

➢ 街路樹の倒伏・落枝は、気象害が主要な要因
であるが、腐朽や樹木生理による枝枯れなど、
樹木自体に発生する要因が複合的に関与して
いることが多いことを解説。

➢ 気象害による樹木の倒伏・落枝のメカニズムや
樹木自体が持つ弱点を踏まえ、樹木管理の過
程と外力で発生する倒木・落枝の要因について
解説。

〇街路樹の倒伏・落枝の発生要因を明らかにすることで、倒伏・落枝の発生を抑制するための緑化方法と
点検・診断方法を整理。

〇管理者ごとに異なる条件で植栽・維持管理されている街路樹に対して、各現場に応じた適切な街路樹の
倒伏対策が計画立案・実行されることを期待。

第2章 倒伏・落枝に配慮した緑化方法

➢ 倒伏・落枝の発生を抑制するため、設計、施工
段階での具体的な作業の基本的な考え方と、
倒伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

第3章 倒伏・落枝に配慮した維持管理方法

➢ 倒伏・落枝の発生を抑制するため、維持管理に
おける具体的な作業の基本的な考え方と、倒
伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

第5章 異状又は兆候に対する改善的措置
➢ 街路樹の点検・診断で把握した異状及び倒伏・落枝の兆候に
対する措置の考え方及び具体的な内容を解説。

➢ 台風や大雪・吹雪等の異常気象に向けた事前からの取組の
必要性と襲来前・襲来時・襲来後の対応内容について解説。

第6章 地域住民等との合意形成

➢ 街路樹の改善的措置を実施するにあたって必要となる、地域
住民等との合意形成の種類や方法を解説。

第7章 倒伏検証調査

➢ 倒伏・落枝の発生を少なくするための検証調査の必要性と、
倒伏・落枝が発生した際の調査方法について解説。



第4章 街路樹の点検・診断

点検・診断の流れ

第2ステップ

専門的な調査による倒伏・落
枝に対する危険度の評価

第3ステップ

街路樹の危険度に応じて必要
となる改善的措置の立案

第1ステップ

道路巡回における点検等での
異状に関する情報の把握

※道路管理者が実施する道路巡回や道路利
用者等の情報提供に伴い、道路交通の支障
となる樹木等の異状やそれに繋がる兆候及
び倒伏・落枝の危険性の有無を把握。

※危険度が高い樹木は、その機能を考慮して、
危険性を解消、あるいは低減するために必
要な改善的措置を実施。

※点検結果（第1ステップ）を踏まえ、交通障

害､異状・弱点の有無に応じて、専門的な調
査等を実施。



第4章 街路樹の点検・診断

＜通常巡回における主な着眼点＞ ＜定期巡回における主な着眼点＞

＜健全度調査の方法と着眼点の例（根株）＞

車内からの遠望目視 徒歩による近接目視



第5章 異状又は兆候に対する改善的措置

5.1 基本事項

➢ 危険度が高い樹木について、街路樹として
の機能を考慮した上で、危険性を解消、あ
るいは低減するために必要な措置を行う

5.2 街路樹の再生
「保全」と「再整備」に分類される

➢ 保全
⇒治療・保護（剪定、植栽基盤整備・改良、
空洞・腐朽部処置、不定根育成、
樹体保護）、更新（同種）

➢ 再整備
⇒更新（同種・異種）、撤去

5.3 改善的措置の方法
➢ 健全度を維持
⇒日常管理

➢ 危険を解消または低減
⇒剪定、ケーブリング、伐採更新、
保護材の復旧・撤去



第6章 地域住民等との合意形成

6.1 基本事項

➢ 街路樹の再生を円滑に実施していく上で各
取組の段階において必要に応じて実施する
ことが効果的である

6.2 合意形成の方法

➢ 街路樹再生の「取扱方針の設定」、「計画の
作成」、「対策工の実施」、「対策工後の状況
確認」の各段階において、検討すべき内容
にあわせて実施することが重要である

6.3 合意形成に至らない場合の対応

➢ 合意が得られないことの原因を詳細に確認
した上で、不足している説明や周知を補うこ
とや、多数の合意が得られる再生方法に変
更するなど、柔軟な対応を図る必要がある

段階 合意形成の視点

取扱方針の設定

当該街路樹に係る取扱方針

　保全または再整備の設定

　（治療・保護、移植、更新、撤去）

保全または再整備目標の設定

導入する保全・再整備対策工の設定

　作業計画の検討

　管理計画の検討

対策工の実施 対策工の実施に係る周知と理解

街路樹再生結果の周知と理解

対策工後の状況確認に係る役割分担

計画の作成

対策工後の状況確認

　 各留意点を提示

合意形成の方法

合意形成の例については、
「国総研資料第885号 街路樹再生の手引き（2016）」を参照
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0885.htm



第7章 倒伏検証調査

7.1 基本事項

➢ 街路樹に倒伏等の障害が発生した際には、倒伏・落枝の再発の回避、低減を図るために、倒伏等
に至った原因を明確にする

➢ あわせて、これまでの樹木健全度調査や改善的措置の適正さの度合を検証する

7.2 倒伏検証調査の方法
➢ 倒木・落枝を速やかに撤去する場合に、必要最小限の情報を記録する調査（＝簡易調査）

➢ 倒伏原因の究明及び過去の調査・改善的措置等の的確性を検証する調査（＝詳細調査：倒伏等
発生原因調査、植栽環境調査、保護材調査、危険度調査・改善的措置の検証）
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